





















































































































































































阪神淡路大震災 平成 7 年 1 月～ 3 月 10 61 27
新潟県中越地震 平成 16 年 10 月～ 12 月 4 24 16 4
能登半島地震 平成 19 年 3 月～ 4 月 5 30 12
新潟県中越沖地震 平成 19 年 7 月 2 15 8




1 救護車両 マイクロバス 車両または病院内の廊下等
2 マイクロバス マイクロバス 車両または病院内の廊下等
3 マイクロバス 貸切バス／航空機 車両または病院内の廊下等
4 航空機／貸切バス 貸切バス／航空機 車両または病院内の廊下等
5 航空機／貸切バス 貸切バス／航空機 農業体験実習館（コロボックルハウス）


















































基地の設置することの了解を得て、中継基地は 25 年 12







区分 職種 名一 名二 支部
コーディネーター 医師 １ １ ０
コーディネートスタッフ 看護師・事務職等 ２ ２ ２




区分 職種 名一 名二 支部
コーディネーター 医師 １ １ ０
コーディネートスタッフ 看護師・事務職等 ４ 4 3
小計 5 5 3
合計 13






















































Ｈ 24 携帯型超音波診断装置（ハンディタイプ） 1 　 　
Ｈ 24 救護所用冷暖房機器 1 　 　
Ｈ 24 衛星携帯電話（ＢＧＡＮ） 　 1 1 
Ｈ 24 調剤庫 1 　 　
Ｈ 24 ドクターカー 　 1 　
Ｈ 24 通信指令車 1 　 　
Ｈ 24 救急車 　 　 1 
Ｈ 24 現地災対本部車両 2 　 　
Ｈ 24 救護資器材（救援物資）運搬用トラック 1 　 　
Ｈ 24 救護所用大型テント 1 　 　
Ｈ 25 救護所用大型テント 2 　 　
Ｈ 25 医療資機材携行用鞄 　 2 2























































































表８．平成 18 年度から平成 22 年度（23 年 1 月実施）までの研修参加実績






名古屋第一 18 10 20 5 5 20 78
名古屋第二 18 10 21 4 5 21 79
血液センター 10 10 20
愛知県支部 20 20








医師 36 8 22%
看護師長 20 13 65%
看護師 51 19 37%
助産師 9 0 0%
薬剤師 10 1 10%
主事 41 14 34%
血液供給要員 10 0 0%
災対本部要員 20 5 25%










は教員も対象とした。これは、平成 24 年 12 月 28 日付
で日本赤十字豊田看護大学長から愛知県支部事務局長に
対して依頼文書が送付されたことによる。その依頼文書
では、日本赤十字豊田看護大学も看護師養成機関として
の使命はさることながら、災害時には赤十字関連施設と
しての災害救護活動を実施する方針が示されている。こ
れに対し、愛知県支部は県内の他の赤十字施設と同様に
位置付けるため、平成 25 年４月１日付で日本赤十字豊
田看護大学に対して、「大学救護計画の作成の検討」「支
部が実施する研修会や各種訓練等への教職員の積極的な
派遣」「支部災害対策本部の代替施設として、支部との
連携強化」を依頼したところである。
　このような経緯を経て、現在では大学教職員の各種研
修・訓練等への積極的な参加を呼び掛けおり、豊田看護
大学に対しては、赤十字看護師の養成機関としての責務
を認識され、これまで以上に豊田看護大学の教職員の積
極的な参加を期待したい。
　また、今後は、災害時の大学内での支部災害対策本部
設置するための活用場所の確定や災害時を想定した合同
訓練の実施等を検討しており、関係者のご理解、ご協力
をお願いしたい。
７．おわりに
　東日本大震災を経験して、我々は様々なこと学んだ。
今回の学びをもとに、いざ発生すると甚大な被害が想定
される東海地震・東南海地震に備え、愛知県支部、名古
屋第一赤十字病院、名古屋第二赤十字病院、愛知県赤十
字血液センター、日本赤十字豊田看護大学の更なる連携
強化を図っていきたいと考えている。

